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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、現在注目を集めているビッグデータとデータサイエンスの最先端技術を教育分野に取り入

れて、教育ビッグデータとその有効活用を目指している。 

実用面で大変意義深く、２０２０年の初等中等教育におけるデジタル教科書の導入を見据えた重要な

研究である。現在までに教育ビッグデータクラウド情報基盤システムを開発するとともに、一次評価実

験を九州大学で実施している。また大学にとどまらず、小中学校への展開に向けた準備を行っている。

発表論文数も多く、概ね順調に研究が進展していると判断する。 

一方、代表者の所属機関の変更及びスタッフ確保の遅れにより、研究計画の一部に遅れが見られるた

め、研究目的の達成に向けた研究計画遂行への努力が必要である。 


